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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のブロックが式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ２はＣ４からＣ１２のシクロ
アルキル基を表す］の少なくとも一つのアクリレートモノマーから、及び式ＣＨ２＝Ｃ（
ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２［式中、Ｒ’２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す］の
少なくとも一つのメタクリレートモノマーから得られ、第二のブロックがアクリル酸モノ
マーから、及び２０℃以下のガラス転移温度を有する少なくとも一つのモノマーから得ら
れることを特徴とする、少なくとも一つの第一のブロックと少なくとも一つの第二のブロ
ックとを含むブロックポリマー。
【請求項２】
　第一のブロックの少なくとも一つの構成モノマーと、第二のブロックの少なくとも一つ
の構成モノマーとを含む中間ブロックを含むことを特徴とする、請求項１に記載のポリマ
ー。
【請求項３】
　２より大きい多分散指数を有することを特徴とする、請求項１または２に記載のポリマ
ー。
【請求項４】
　第二のブロックがアクリル酸とイソブチルアクリレートとから得られ、第一のブロック
がイソボルニルアクリレートとイソボルニルメタクリレートとから得られることを特徴と
する、請求項１から３のいずれか一項に記載のポリマー。
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【請求項５】
　唇のメイクアップ用製品であることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記
載のポリマーを含む化粧品組成物。
【請求項６】
　同じ反応器に、重合溶媒、開始剤、アクリル酸モノマー、２０℃以下のガラス転移温度
を有する少なくとも一つのモノマー、式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ２はＣ４か
らＣ１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのアクリレートモノマー、及び式
ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２［式中、Ｒ’２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル
基を表す］の少なくとも一つのメタクリレートモノマーを、以下の連続工程：
－重合溶媒の一部と開始剤の一部とを反応器に導入し、その混合物を６０から１２０℃の
間の反応温度に加熱する工程；
－式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２の前記少なくとも一つのアクリレートモノマーと、式ＣＨ

２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２の前記少なくとも一つのメタクリレートモノマーとを、
第一の流体添加においてその後に導入し、前記モノマーの多くとも９０％の変換の度合い
に対応する時間Ｔの間反応をさせる工程；
－続いて第二の流体添加において、再び重合開始剤、前記アクリル酸モノマー、及び２０
℃以下のガラス転移温度を有する前記少なくとも一つのモノマーを反応器に導入し、前記
モノマーの変換の度合いが最後に平衡に達するまでの時間Ｔ’の間反応をさせる工程；
－前記反応混合物を環境温度に戻す工程
によって混合することからなる、ポリマーの調製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の構造の新規なブロックポリマーに関する。これらのポリマーは、少な
くとも一つの第一のブロックと、少なくとも一つの第二のブロックとを含み、前記二つの
ブロックは有利には、一方のブロックが２０℃より高いガラス転移温度を有し（「剛性」
ブロック）、他方のブロックが２０℃以下のガラス転移温度を有する（「可撓性」ブロッ
ク）ようなものである。
【背景技術】
【０００２】
　同様な構造のポリマーは、特許出願EP 1 411 069に記載されている。本発明は、同等な
光沢で改良された保持を有する化粧品組成物を得るために、この文献に記載されたポリマ
ーの特性を改善することを目的とする。
【０００３】
　この目的は、第一のブロックが式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ２はＣ４からＣ

１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのアクリレートモノマーから、及び式
ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２［式中、Ｒ’２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル
基を表す］の少なくとも一つのメタクリレートモノマーから得られ、第二のブロックがア
クリル酸モノマーから、及び２０℃以下のガラス転移温度を有する少なくとも一つのモノ
マーから得られることを特徴とする、少なくとも一つの第一のブロックと少なくとも一つ
の第二のブロックとを含むブロックポリマーによって、本発明により達成される。
【特許文献１】EP 1 411 069
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許出願EP 1 411 069は、アクリレートモノマーまたはメタクリレートモノマーから得
られるブロックポリマーの調製の可能性を記載している。この文献はまた一般的に、アク
リル酸モノマーの取り込みの可能性を記載している。しかしながらこの文献は、本発明に
記載された特徴の組み合わせ、特に剛性ブロックにおける同じアルコールのアクリレート
モノマーとメタクリレートのモノマーの混合物、及び可撓性ブロックにおけるアクリル酸



(3) JP 5128867 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

の存在は記載していない。更にこの文献は、光沢性化粧品組成物の保持特性を改善するこ
とが可能であるコポリマーを得るために、当業者がモノマーの性質を改変することを動機
付けるものではない。この文献に記載されたポリマーは、これらの二つの特性を同時に有
する化粧品組成物を得るために組み合わされなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かくして本発明の主題は、新規なブロックポリマーである。本発明の更なる特徴点は、
そのようなポリマーを含む化粧品組成物である。
【０００６】
　本発明の別の主題は、本発明に係る化粧品組成物のケラチン物質への適用を含む、ケラ
チン物質のメイクアップまたはケアのための美容方法である。
【０００７】
　本発明はまた、前記ブロックポリマーの調製方法、及びこの方法によって得ることがで
きるポリマーに関する。
【０００８】
　本発明はまた、化粧品組成物の保持を改善する一方で、その光沢を維持するための試薬
としての、化粧品組成物における本発明に係るポリマーの使用に関する。
【０００９】
　本発明はまた、改善された保持特性と良好な光沢を示す組成物における本発明に係るポ
リマーの使用に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明に係るブロックポリマーは、少なくとも一つの第一のブロックと少なくとも一つ
の第二のブロックとを含む。
【００１１】
　用語「少なくとも」一つのブロックは、一つ以上のブロックを意味するように解される
。用語「ブロック」ポリマーは、少なくとも２の別個のブロック、好ましくは少なくとも
３の別個のブロックを含むポリマーを意味するように解される。
【００１２】
　本発明のポリマーの第一のブロックと第二のブロックは、有利には互いに適合可能であ
ることができる。
【００１３】
　用語「互いに適合可能なブロック」は、第一のブロックに対応するポリマーと、第二の
ブロックに対応するポリマーとによって形成される混合物が、前記ポリマーの混合物と重
合溶媒の全重量に対して、５重量％以上の前記ポリマーの混合物の含量について、環境温
度（２５℃）で大気圧（１０５Ｐａ）で、主たる重量のブロックポリマーの重合溶媒に混
和しないことを意味するように解され、それは以下のように理解される：
ｉ）前記ポリマーは、各重量割合が10/90から90/10の範囲となるような含量で混合物中に
存在する；及び
ｉｉ）第一の及び第二のブロックに対応するポリマーのそれぞれは、ブロックポリマーの
ものに等しい（重量または数量）平均分子量±１５％を有する。
【００１４】
　重合溶媒の混合物の場合、同一の重量比で二つ以上の溶媒が混在すると仮定して、前記
ポリマーの混合物はそれらの少なくとも一つと混和しない。
【００１５】
　もちろん単一の溶媒で実施される重合の場合では、後者は主たる溶媒である。
【００１６】
　本発明に係るブロックポリマーは、少なくとも一つの第一のブロックと少なくとも一つ
の第二のブロックとを含む。
【００１７】
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　前記第一の及び第二のブロックは、第一のブロックの少なくとも一つの構成モノマーと
、第二のブロックの少なくとも一つの構成モノマーとを含む中間部分を介して、有利には
互いに結合することができる。
【００１８】
　前記中間部分は、前記ポリマーの第一のブロックの少なくとも一つの構成モノマーと第
二ブロックの少なくとも一つの構成モノマーとを含み、これらのブロックを「適合可能」
とすることができる。
【００１９】
　有利には、前記ポリマーの第一のブロックの少なくとも一つの構成モノマーと第二のブ
ロックの少なくとも一つの構成モノマーとを含む中間部分は、ランダムポリマーである。
【００２０】
　好ましくは、前記中間ブロックは、第一の及び第二のブロックの構成モノマーから本質
的に導かれる。
【００２１】
　用語「本質的に」は、少なくとも８５％、好ましくは少なくとも９０％、好適には９５
％、より好適には１００％を意味するように解される。
【００２２】
　有利には前記中間ブロックは、第一の及び第二のブロックのガラス転移温度の間のガラ
ス転移温度Ｔｇを有する。
【００２３】
　本発明に係るブロックポリマーは、有利には皮膜形成性エチレン性ポリマーである。
【００２４】
　用語「エチレン性」ポリマーは、エチレン性不飽和を含むモノマーの重合によって得ら
れるポリマーを意味するように解される
【００２５】
　用語「皮膜形成性」ポリマーは、それ単独で、または皮膜を形成できる付加的な試薬の
存在下で、支持体、特にケラチン物質に接着する連続皮膜を形成可能なポリマーを意味す
るように解される。
【００２６】
　好ましくは本発明に係るポリマーは、その骨格中にケイ素原子を含まない。用語「骨格
」は、ペンダント状側鎖とは対照的に、ポリマーの主鎖を意味するように解される。
【００２７】
　好ましくは本発明に係るポリマーは水不溶性であり、つまり前記ポリマーは、水中、ま
たは水とエタノール、イソプロパノール、またはn-プロパノールのような２から５の炭素
原子を有する直鎖状または分枝状低級モノアルコールとの混合物中で、環境温度（２５℃
）で少なくとも１重量％の活性物質含量で、ｐＨの改変なしで不溶性である。
【００２８】
　好ましくは本発明に係るポリマーはエラストマー性ではない。
　用語「非エラストマー性ポリマー」は、それを引き伸ばすことを目的としたストレスに
供された際に（例えば初期長に対して３０％まで）、ストレスをやめると初期長と本質的
に同一の長さに戻らないポリマーを意味するように解される。
【００２９】
　とりわけ用語「非エラストマー性ポリマー」は、３０％の伸長に供された後に、瞬間回
復Ｒｉ＜５０％且つ遅延回復Ｒ２ｈ＜７０％を有するポリマーを表す。好ましくはＲｉ＜
３０％且つＲ２ｈ＜５０％である。
【００３０】
　とりわけポリマーの非エラストマー性の性質は以下のプロトコールによって決定される
：
【００３１】
　テフロン（登録商標）処理したマトリックスにポリマーの溶液をキャストすることによ
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ってポリマー皮膜を調製し、次いで２３±５℃且つ５０±１０％の相対湿度に制御した環
境で７日間乾かす。
【００３２】
　約１００μｍの厚みの皮膜を得て、そこから幅１５ｍｍ且つ長さ８０ｍｍを有する長方
形の試験標本を切断する（例えば中空パンチを使用して）。
【００３３】
　乾燥時と同じ温度且つ相対湿度の下で、Zwickの名称で市販されている装置を使用して
、サンプルに引っ張りストレスを適用する。
【００３４】
　試験標本を５０ｍｍ／分の速度で引っ張り、挟み顎部の間の距離を５０ｍｍとし、それ
は試験標本の初期長（ｌｏ）に対応する。
【００３５】
　瞬間回復Ｒｉを以下の態様で測定する：
－試験標本を３０％（εｍａｘ）、即ちその初期長（ｌｏ）の約０．３倍まで引っ張る；
－引っ張り速度に等しい回復速度、即ち５０ｍｍ／分を適用することによってストレスを
解放し、ゼロの荷重ストレス（εｉ）に戻した後に、試験標本の残余の伸長をパーセンテ
ージとして測定する。
【００３６】
　％単位の瞬間回復（Ｒｉ）は下式によって与えられる：
　　　Ｒｉ＝（（εｍａｘ－εｉ）／εｍａｘ）×１００
【００３７】
　遅延回復を測定するために、試験標本の残余の伸長を、ゼロの荷重ストレスに戻した後
２時間でパーセンテージとして測定する。
【００３８】
　％単位の遅延回復（Ｒ２ｈ）は下式によって与えられる：
　　　Ｒｉ＝（（εｍａｘ－ε２ｈ）／εｍａｘ）×１００
【００３９】
　純粋に指摘する態様で、本発明の一つの実施態様によるポリマーは、好ましくは１０％
の瞬間回復Ｒｉ且つ３０％の遅延回復Ｒ２ｈを有する。
【００４０】
　本発明のポリマーの多分散指数は有利には２より大きい。
　ポリマーの多分散指数Ｉは、数量平均分子量Ｍｎに対する重量平均分子量Ｍｗの比に等
しい。
【００４１】
　重量平均モル質量（Ｍｗ）及び数量平均モル質量（Ｍｎ）は、ゲル浸透液体クロマトグ
ラフィーによって測定される（溶媒ＴＨＦ、直鎖状ポリスチレンスタンダードで引き出し
た較正曲線、屈折率測定検出器）。
【００４２】
　本発明に係るポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは３０００００以下であ
る；それは例えば３５０００から２０００００の範囲、好適には４５０００から１５００
００ｇ／ｍｏｌの範囲である。
【００４３】
　本発明に係るポリマーの数量平均分子量（Ｍｎ）は、好ましくは７００００以下である
；それは好ましくは１００００から６００００の範囲、好適には１２０００から５０００
０ｇ／ｍｏｌの範囲である。
【００４４】
　好ましくは、本発明に係るポリマーの多分散指数は２より大きい、例えば２から９の範
囲、好ましくは２．５以上、例えば２．５から８の範囲、好適には２．８以上、特に２．
８から６の範囲である。
【００４５】
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　本発明のブロックポリマーは、少なくとも一つの第一のブロックと少なくとも一つの第
二のブロックとを含む。
【００４６】
　第一のブロックは、ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２の少なくとも一つのアクリレートモノマ
ー、及び式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ２の少なくとも一つのメタクリレートモノマ
ーから有利には得られ、式中、Ｒ２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す。前記モ
ノマー及びその割合は、第一のブロックのガラス転移温度が２０℃より高くなるように好
ましくは選択される。
【００４７】
　第二のブロックは、アクリル酸モノマー、及び２０℃以下のガラス転移温度を有する少
なくとも一つのモノマーから有利には得られる。
【００４８】
　前記モノマー及びその割合は、第二のブロックのガラス転移温度が２０℃以下となるよ
うに好ましくは選択される。
【００４９】
　第一の及び第二のブロックについて指摘されるガラス転移温度は、各ブロックの構成モ
ノマーの理論的Ｔｇ値から測定される理論的Ｔｇ値であり得、それはPolymer Handbook, 
第３版, 1989, John Wileyのような参照教科書で見出すことができ、フォックスの法則と
称される以下の関係式によって計算される：
　　　１／Ｔｇ＝Σ（ωｉ／Ｔｇｉ）
式中、ωｉは考慮されるブロック中のモノマーｉの重量分画であり、Ｔｇｉはモノマーｉ
のホモポリマーのガラス転移温度である。
【００５０】
　他に記載がなければ、本特許出願における第一の及び第二のブロックについて指摘され
るＴｇ値は、理論的Ｔｇ値である。
【００５１】
　第一の及び第二のブロックのガラス転移温度の間の差異は、一般的に１０℃より高い、
好ましくは２０℃より高い、好適には３０℃より高い。
【００５２】
　本発明において用語「～と～の間」は、記載された限界値を排除する値の範囲を表すよ
うに企図され、「～から～まで」及び「～から～の範囲」は、その限界値が含まれる値の
範囲を表すように企図される。
【００５３】
第一のブロック
　第一のブロックは、好ましくは２０℃より高いＴｇ、例えば２０から１７０℃の範囲の
Ｔｇ、好ましくは５０℃以上のＴｇ、例えば５０℃から１６０℃の範囲のＴｇ、特に９０
℃から１３０℃の範囲のＴｇを有する。
【００５４】
　一つの実施態様によれば、第一のブロックは、式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ

２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのアクリレートモノマ
ーから、及び式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ２はＣ４からＣ１２のシク
ロアルキル基を表す］の少なくとも一つのメタクリレートモノマーから得られる。
【００５５】
　第一のブロックは、前記アクリレートモノマー及び前記メタクリレートモノマーから排
他的に得ることができる。
【００５６】
　アクリレートモノマー及びメタクリレートモノマーは、好ましくは30：70から70：30の
間、好ましくは40：50から50：40の間、特に50：50のオーダーの重量比で存在する。
【００５７】
　第一のブロックの割合は、有利にはポリマーの２０から９０重量％、好適には３０から
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８０重量％、好適には６０から８０重量％の範囲である。
【００５８】
　一つの実施態様によれば、第一のブロックは、イソボルニルメタクリレートとイソボル
ニルアクリレートとの重合によって得られる。
【００５９】
　第一のブロックは更に以下のものを含むことができる：
－（メタ）アクリル酸、好ましくはアクリル酸；
－tert-ブチルアクリレート；
－式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ１のメタクリレート［式中、Ｒ１は１から４の炭素
原子を含む直鎖状または分枝状非置換アルキル基、例えばメチル、エチル、プロピル、ま
たはイソブチル基を表す］；
－下式の（メタ）アクリルアミド：
【化１】

［式中、Ｒ７及びＲ８は同一または異なり、それぞれ水素原子、または直鎖状若しくは分
枝状Ｃ１からＣ１２アルキル基、例えばn-ブチル、t-ブチル、イソプロピル、イソヘキシ
ル、イソオクチル、またはイソノニル基を表し；あるいはＲ７はＨを表し、且つＲ８は1,
1-ジメチル-3-オキソブチル基を表す；
及びＲ’はＨまたはメチルを表す］
モノマーの例として、N-ブチルアクリルアミド、N-(t-ブチル)アクリルアミド、N-イソプ
ロピルアクリルアミド、N,N-ジメチルアクリルアミド、及びN,N-ジブチルアクリルアミド
が挙げられる；
－並びにそれらの混合物。
【００６０】
第二のブロック
　第二のブロックは、有利には２０℃以下のガラス転移温度Ｔｇ、例えば－１００から２
０℃の範囲のＴｇ、好ましくは１５℃以下のＴｇ、特に－８０℃から１５℃の範囲のＴｇ
、好適には１０℃以下のＴｇ、例えば－１００℃から１０℃の範囲のＴｇ、特に－３０℃
から１０℃の範囲のＴｇを有する。
【００６１】
　第二のブロックは、アクリル酸モノマーと、２０℃以下のＴｇを有する別のモノマーと
から得られる。
【００６２】
　２０℃以下のＴｇを有するモノマーは、好ましくは以下のモノマーから選択される：
－式ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯＲ３のアクリレート
［式中Ｒ３は、Ｏ、Ｎ、及びＳから選択される一つ以上のヘテロ原子を任意に挿入した、
直鎖状または分枝状の非置換Ｃ１からＣ１２アルキル基（tert-ブチル基を除く）を表す
］；
－式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ４のメタクリレート
［式中Ｒ４は、Ｏ、Ｎ、及びＳから選択される一つ以上のヘテロ原子を任意に挿入した、
直鎖状または分枝状の非置換Ｃ１からＣ１２アルキル基を表す］；
－式Ｒ５－ＣＯ－Ｏ－ＣＨ＝ＣＨ２のビニルエステル
［式中Ｒ５は、直鎖状または分枝状のＣ１からＣ１２アルキル基を表す］；
－ビニルアルコールとＣ１からＣ１２アルコールとのエステル；
－N-(Ｃ１からＣ１２アルキル)アクリルアミド、例えばN-オクチルアクリルアミド；
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－並びにそれらの混合物。
【００６３】
　２０℃以下のＴｇを有する好ましいモノマーは、イソブチルアクリレート、2-エチルヘ
キシルアクリレート、及び全ての割合のこれらの混合物である。
【００６４】
　第一の及び第二のブロックのそれぞれは、わずかな割合の他のブロックの少なくとも一
つの構成モノマーを含むことができる。
【００６５】
　かくして、第一のブロックは、第二のブロックの少なくとも一つの構成モノマーを含む
ことができ、逆もまた然りである。
【００６６】
　第一の及び／または第二のブロックのそれぞれは、上述のモノマーに加えて、上述の主
たるモノマーとは異なる付加的モノマーと称される一つ以上の他のモノマーを含むことが
できる。
【００６７】
　このまたはこれらの付加的モノマーの性質及び量は、それらが存在するブロックが所望
のガラス転移温度を有するように選択される。
【００６８】
　付加的モノマーは、例えば以下のものから選択される：
－少なくとも一つの第三級アミン官能基を含むエチレン性不飽和を有するモノマー、例え
ば2-ビニルピロリドン、4-ビニルピロリドン、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジ
エチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド、及びこ
れらの塩；
－式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ６のメタクリレート
［式中Ｒ６は、１から４の炭素原子を含む直鎖状または分枝状アルキル基、例えばメチル
、エチル、プロピル、またはイソブチル基を表し、前記アルキル基は、ヒドロキシル基（
例えば2-ヒドロキシプロピルメタクリレート、または2-ヒドロキシエチルメタクリレート
）及びハロゲン原子（Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｆ；例えばトリフルオロエチルメタクリレート）
から選択される一つ以上の置換基によって置換される］；
－式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ９のメタクリレート
［式中Ｒ９は、Ｏ、Ｎ、及びＳから選択される一つ以上のヘテロ原子を任意に挿入した、
直鎖状または分枝状のＣ６からＣ１２アルキル基を表し、前記アルキル基は、ヒドロキシ
ル基及びハロゲン原子（Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｆ）から選択される一つ以上の置換基によって
置換される］；
－式ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯＲ１０のアクリレート
［式中Ｒ１０は、ヒドロキシル基及びハロゲン原子（Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、及びＦ）から選択
される一つ以上の置換基によって置換される直鎖状または分枝状のＣ１からＣ１２アルキ
ル基、例えば2-ヒドロキシプロピルアクリレート、及び2-ヒドロキシエチルアクリレート
を表し、またはＲ１０は、５から３０回のオキシエチレン単位の繰り返しを有する（Ｃ１

からＣ１２アルキル）－Ｏ－ＰＯＥ（ポリオキシエチレン）を表し、またはＲ１０は、５
から３０のエチレンオキシを単位を含むポリオキシエチレン基を表す］；
　付加的モノマーは、ポリマーの重量の０．５から３０重量％を占めることができる。一
つの実施態様によれば、本発明のポリマーは、付加的モノマーを含まない。
【００６９】
　好ましくは本発明のポリマーは、第一のブロックに少なくともイソボルニルアクリレー
トとイソボルニルメタクリレートモノマーとを含み、第二のブロックにイソブチルアクリ
レートとアクリル酸モノマーとを含む。
【００７０】
　好ましくは前記ポリマーは、第一のブロックに等しい重量比の少なくともイソボルニル
アクリレートとイソボルニルメタクリレートとを含み、第二のブロックにイソブチルアク
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リレートとアクリル酸モノマーとを含む。
【００７１】
　好ましくは前記ポリマーは、第一のブロックに等しい重量比の少なくともイソボルニル
アクリレートとイソボルニルメタクリレートとを含み、第二のブロックにイソブチルアク
リレートとアクリル酸モノマーとを含み、第一のブロックはポリマーの７０重量％を占め
る。
【００７２】
　好ましくは前記ポリマーは、第一のブロックに等しい重量比の少なくともイソボルニル
アクリレートとイソボルニルメタクリレートとを含み、第二のブロックにイソブチルアク
リレートとアクリル酸モノマーとを含み、２０℃より高いＴｇを有するブロックがポリマ
ーの７０重量％を占め、アクリル酸がポリマーの５重量％を占める。
【００７３】
　一つの実施態様によれば、前記ポリマーは１から１０重量％、好ましくは３から８重量
％のアクリル酸モノマーを含む。
【００７４】
　一つの実施態様によれば、第二のブロックは、アクリル酸モノマーと、式ＣＨ２＝ＣＨ
ＣＯＯＲ３［式中Ｒ３は、Ｏ、Ｎ、及びＳから選択される一つ以上のヘテロ原子を任意に
挿入した、直鎖状または分枝状の非置換Ｃ１からＣ１２アルキル基（tert-ブチル基を除
く）を表す］のアクリレートモノマーとから得られる。この場合、アクリル酸モノマーと
アクリレートモノマーとは、第二のブロックにおいて有利には10：90から20：80の間、好
ましくは30：70のオーダーの重量比で存在する。
【００７５】
　本発明の別の主題は、同じ反応器に、重合溶媒、開始剤、アクリル酸モノマー、２０℃
以下のガラス転移温度を有する少なくとも一つのモノマー、式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２

［式中、Ｒ２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのアクリレ
ートモノマー、及び式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２［式中、Ｒ’２はＣ４からＣ

１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのメタクリレートモノマーを、以下の
連続工程によって混合することからなる、ポリマーの調製方法である：
－重合溶媒の一部と開始剤の一部とを反応器に導入し、その混合物を６０から１２０℃の
間の反応温度に加熱する工程；
－式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２の前記少なくとも一つのアクリレートモノマーと、式ＣＨ

２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２の前記少なくとも一つのメタクリレートモノマーとを、
第一の流体添加においてその後に導入し、前記モノマーの多くとも９０％の変換の度合い
に対応する時間Ｔの間反応をさせる工程；
－続いて第二の流体添加において、再び重合開始剤、前記アクリル酸モノマー、及び２０
℃以下のガラス転移温度を有する前記少なくとも一つのモノマーを反応器に導入し、前記
モノマーの変換の度合いが最後に平衡に達するまでの時間Ｔ’の間反応をさせる工程；
－前記反応混合物を環境温度に戻す工程。
【００７６】
　用語「重合溶媒」は、溶媒または溶媒の混合物を意味するように解される。重合溶媒は
、メチルアセテート、ブチルアセテート、アルコール、例えばイソプロパノールまたはエ
タノール、脂肪族アルカン、例えばイソドデカン、並びにそれらの混合物から特に選択で
きる。好ましくは重合溶媒は、ブチルアセテートとイソプロパノールまたはイソドデカン
との混合物である。
【００７７】
　得られるポリマーに対する重合溶媒の重量比は、反応の最後で有利には４０から６０％
の間であることができる。重合開始剤は過酸化物であることができる。
【００７８】
　有利には、重合溶媒の追加の量が、第一の流体添加の前に導入される重合溶媒に加えて
、第二の流体添加の間で導入できる。
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【００７９】
　別の実施態様によれば、本発明の主題は、同じ反応器に、重合溶媒、開始剤、アクリル
酸モノマー、２０℃以下のガラス転移温度を有する少なくとも一つのモノマー、式ＣＨ２

＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２［式中、Ｒ２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す］の少なく
とも一つのアクリレートモノマー、及び式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２［式中、
Ｒ’２はＣ４からＣ１２のシクロアルキル基を表す］の少なくとも一つのメタクリレート
モノマーを、以下の連続工程によって混合することからなる、ポリマーの調製方法である
：
－重合溶媒の一部と開始剤の一部とを反応器に導入し、その混合物を６０から１２０℃の
間の反応温度に加熱する工程；
－続いて第一の流体添加において、前記アクリル酸モノマーと、２０℃以下のガラス転移
温度を有する前記少なくとも一つのモノマーとを反応器に導入し、前記モノマーの多くと
も９０％の変換の度合いに対応する時間Ｔの間反応をさせる工程；
－続いて第二の流体添加において、再び重合開始剤、式ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＯＯＲ２の前記
少なくとも一つのアクリレートモノマー、及び式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－ＣＯＯＲ’２の
前記少なくとも一つのメタクリレートモノマーを反応器に導入し、前記モノマーの変換の
度合いが最後に平衡に達するまでの時間Ｔ’の間反応をさせる工程；
－前記反応混合物を環境温度に戻す工程。
【００８０】
　重合温度は好ましくは９０℃のオーダーである。
【００８１】
　第二の流体添加の後の反応時間は好ましくは３から６時間の間である。
【００８２】
　この方法の文脈で使用されるモノマー及びそれらの割合は、上述のものであることがで
きる。
【００８３】
　特にアクリル酸は、反応器に導入される全てのモノマーの重量の１から１０重量％、好
ましくは３から８重量％を占めることができる。更に、アクリル酸モノマーと、２０℃以
下のガラス転移温度を有するモノマーとは、有利には10：90から20：80の間、好ましくは
30：70のオーダーの重量比であることができる。
【００８４】
　本発明の別の主題は、上記の方法によって得ることができるポリマーである。
【００８５】
　本発明はまた、上記されているような特定の構造の少なくとも一つのポリマーを含む化
粧品組成物に関する。
【００８６】
　一般的にこれらの組成物は、０．１から６０重量％、好ましくは０．５から５０重量％
、より好ましくは１から４０重量％の活性物質（または乾物）の本発明に係るポリマーま
たは本発明の方法によって得ることができるポリマーを含む。
【００８７】
　本発明に係るこれらの化粧品組成物は、前記ポリマーに加えて、生理学的に許容可能な
媒体、つまり皮膚、毛髪、睫毛、眉毛、及び爪のようなケラチン物質と適合可能な媒体を
含む。
【００８８】
　前記生理学的に許容可能な媒体は一般的に、適切な生理学的に許容可能な溶媒を含む。
【００８９】
　かくして前記組成物は、水、および水と親水性有機溶媒、例えばアルコール、特に２か
ら５の炭素原子を有する直鎖状または分枝状の低級モノアルコール、例えばエタノール、
イソプロパノール、またはn-プロパノール、及びポリオール、例えばグリセロール、ジグ
リセロール、プロピレングリコール、ソルビトール、ペンチレングリコール、及びポリエ
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チレングリコール、または別法として親水性Ｃ２エーテル、及び親水性Ｃ２－Ｃ４アルデ
ヒドとの混合物を含む親水性媒体を含むことができる。
　水、または水と親水性有機溶媒との混合物は、組成物の全重量に対して０．１から９９
重量％、好ましくは１０から８０重量％の範囲の含量で、本発明に係る組成物中に存在で
きる。
【００９０】
　前記組成物は、本発明に係る上述のブロックポリマーに加えて、付加的なポリマー、例
えば皮膜形成性ポリマーを含むことができる。本発明によれば、用語「皮膜形成性ポリマ
ー」は、それ自体単独で、または皮膜を形成できる付加的な試薬の存在下で、支持体、特
にケラチン物質に接着する連続皮膜を形成できるポリマーを意味するように解される。
【００９１】
　本発明の組成物で使用できる皮膜形成性ポリマーとして、ラジカルタイプまたは重縮合
物タイプの合成ポリマー、天然起源のポリマー、及びそれらの混合物が挙げられる。皮膜
形成性ポリマーとして特に、アクリルポリマー、ポリウレタン、ポリエステル、ポリアミ
ド、ポリウレア、またはセルロースポリマー、例えばニトロセルロースが挙げられる。
【００９２】
　前記組成物は、環境温度（一般的に２５℃）で液体である脂肪物質、及び／または環境
温度で固体である脂肪物質、例えばワックス、ペースト状脂肪物質、ゴム、及びそれらの
混合物から特になる脂肪相を含むことができる。これらの脂肪物質は、動物、植物、鉱物
、または合成の起源を有することができる。この脂肪相は、更に親油性有機溶媒を含むこ
とができる。
【００９３】
　本発明で使用できる、しばしばオイルと称される環境温度で液体である脂肪物質として
、動物起源の炭化水素オイル、例えばパーヒドロスクアレン；植物炭化水素オイル、例え
ば４から１０の炭素原子を有する脂肪酸の液体トリグリセリド、例えばヘプタン酸または
オクタン酸のトリグリセリド、またはヒマワリ、トウモロコシ、ダイズ、グレープシード
、ゴマ、アンズ、マカダミア、カスター、またはアボカドのオイル、カプリル酸／カプリ
ン酸のトリグリセリド、ホホバオイル、またはシェアバター；鉱物または合成起源の直鎖
状または分枝状炭化水素、例えば流動パラフィン及びそれらの誘導体、流動ワセリン、ポ
リデカン、または水素化ポリイソブテン、例えばパーリーム；特に脂肪酸の合成エステル
及びエーテル、例えばパーセリンオイル、イソプロピルミリステート、2-エチルヘキシル
パルミテート、2-オクチルドデシルステアレート、2-オクチルドデシルエルケート、イソ
ステアリルイソステアレート；ヒドロキシル化エステル、例えばイソステアリルラクテー
ト、オクチルヒドロキシステアレート、オクチルドデシルヒドロキシステアレート、ジイ
ソステアリルマレート、トリイソセチルシトレート、または脂肪アルコールのヘプタノエ
ート、オクタノエート、若しくはデカノエート；ポリオールエステル、例えばプロピレン
グリコールジオクタノエート、ネオペンチルグリコールジヘプタノエート、ジエチレング
リコールジイソノナノエート、及びペンタエリスリトールエステル；１２から２６の炭素
原子を有する脂肪アルコール、例えばオクチルドデカノール、2-ブチルオクタノール、2-
ヘキシルデカノール、2-ウンデシルペンタデカノール、またはオレイルアルコール；部分
的に炭化水素を含む及び／またはシリコーンを含むフッ素化オイル；シリコーンオイル、
例えば揮発性若しくは不揮発性の、直鎖状若しくは環状の、環境温度で液体またはペース
ト状のポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、例えばシクロメチコーン、ジメチコーン、任
意にフェニル基を含むもの、たとえばフェニルトリメチコーン、フェニルトリメチルシロ
キシジフェニルシロキサン、ジフェニルメチルジメチルトリシロキサン、ジフェニルジメ
チコーン、フェニルジメチコーン、ポリメチルフェニルシロキサン；並びにそれらの混合
物が挙げられる。
【００９４】
　これらのオイルは、組成物の全重量に対して０．０１から９０重量％、好適には０．１
から８５重量％の範囲の含量で存在できる。
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【００９５】
　用語「ペースト状脂肪物質」は、液体分画と固体分画とを含む粘性製品を意味するよう
に解される。本発明の意味内で用語「ペースト状脂肪物質」は、２０から５５℃、好まし
くは２５から４５℃の範囲の融点、及び／またはContraves TV若しくはRhoemat 80で測定
して、０．１から４０Ｐａ．ｓ（１から４００ポアズ）、好ましくは０．５から２５Ｐａ
．ｓの範囲の４０℃での粘度を有する脂肪物質を意味するように解される。当業者は、そ
の一般的な知見に基づいて、Ｍｓ－ｒ３及びＭｓ－ｒ４針から、試験されるペースト状化
合物の粘度を測定を実施することができるように、粘度を測定可能な針を選択する。
【００９６】
　本発明によれば、融点の値は、５または１０℃／分の温度上昇での示差走査熱量測定法
によって測定される溶融ピークに対応する。
【００９７】
　一つ以上のペースト状脂肪物質の使用が挙げられる。好ましくはこれらの脂肪物質は、
任意にポリマータイプである炭化水素化合物（主に炭素原子と水素原子を含み、任意にエ
ステル基を含む）である；それらはまたシリコーン及び／またはフッ素化化合物からも選
択できる；それらはまた炭化水素及び／またはシリコーン及び／またはフッ素化化合物の
混合物の形態でも提供できる。異なるペースト状脂肪物質の混合物の場合、好ましくは主
にペースト状炭化水素化合物の使用が挙げられる。
【００９８】
　本発明に係る組成物で使用できるペースト状化合物として、１８から２１Ｐａ．ｓ、好
ましくは１９から２０．５Ｐａ．ｓの粘度を有し、及び／または３０から５５℃の融点を
有するラノリン及びラノリン誘導体、例えばアセチル化ラノリン、またはオキシプロピレ
ン化ラノリン、またはイソプロピルラノリン、及びそれらの混合物が挙げられる。脂肪酸
と脂肪アルコールとのエステル、特に２０から６５の炭素原子を有するもの（２０から３
５℃のオーダーの融点、及び／または０．１から４０Ｐａ．ｓの範囲の４０℃で粘度）、
例えばトリイソステアリルシトレートまたはセチルシトレート；アラキジルプロピオネー
ト；ポリ（ビニルラウレート)；コレステロールエステル、例えば植物起源のトリグリセ
リド、例えば水素化植物オイル、粘性ポリエステル、例えばポリ（12-ヒドロキシステア
リン酸）、並びにそれらの混合物の使用も挙げられる。植物起源のトリグリセリドとして
、水素化ヒマシ油の誘導体、例えばRheox社製の"Thixinr"の使用が挙げられる。
【００９９】
　シリコーンペースト状脂肪物質として、例えば８から２４の炭素原子を有するアルキル
またはアルコキシタイプのペンダント鎖を有し、２０－５５℃の融点を有するポリジメチ
ルシロキサン（ＰＤＭＳ）、例えばステアリルジメチコーン、特にDow Corning社によりD
C2503及びDC25514の商標名で市販されているもの、並びにそれらの混合物が挙げられる。
【０１００】
　ペースト状脂肪物質は、組成物の全重量に対して０．５から６０重量％の割合、好まし
くは２から４５重量％の割合、より好ましくは５から３０重量％の割合で組成物中に存在
できる。
【０１０１】
　本発明に係る組成物はまた、一つ以上の化粧品的に許容可能（許容可能な寛容性、許容
可能な毒性、及び許容可能な感触）な有機溶媒を含むことができる。
【０１０２】
　これらの溶媒は一般的に、組成物の全重量に対して０から９０％、好ましくは０．１か
ら９０％、より好ましくは１０から９０％、好適には３０から９０％の範囲の含量で存在
できる。
【０１０３】
　本発明の組成物で使用できる溶媒として、上述の親水性有機溶媒に加えて、環境温度で
液体であるケトン、例えばメチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ジイソブチル
ケトン、イソホロン、シクロヘキサノン、またはアセトン；環境温度で液体であるプロピ
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レングリコールエーテル、例えばプロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート、またはジプロピレングリコールモノ（ｎ－ブ
チル）エーテル；短鎖エステル（全部で３から８の炭素原子を有する）、例えばエチルア
セテート、メチルアセテート、プロピルアセテート、ｎ-ブチルアセテート、またはイソ
ペンチルアセテート；環境温度で液体であるエーテル、例えばジエチルエーテル、ジメチ
ルエーテル、またはジクロロジエチルエーテル；環境温度で液体であるアルカン、例えば
デカン、ヘプタン、ドデカン、イソドデカン、またはシクロヘキサン、環境温度で液体で
ある環状芳香族化合物、例えばトルエン及びキシレン；環境温度で液体であるアルデヒド
、例えばベンズアルデヒドまたはアセトアルデヒド、並びにそれらの混合物が挙げられる
。
【０１０４】
　本発明の意味内の用語「ワックス」は、環境温度（２５℃）で固体であり、可逆的な固
体／液体状態変化を示し、３０℃以上で１２０℃までの範囲である融点を有する脂溶性化
合物を意味するように解される。
【０１０５】
　ワックスを液体状態（溶融化）にもたらすと、それは存在するであろうオイルと混和可
能となり、微視的に均一な混合物を形成することが可能であるが、環境温度に温度を戻す
と、混合物のオイル中でワックスの再結晶化が得られる。ワックスの融点は、示差走査熱
量測定計、例えばMetler社によりDSC 30の名称で市販されている熱量測定計を使用して測
定できる。
【０１０６】
　ワックスはまた、０．０５ＭＰａから１５ＭＰａの範囲、好ましくは６ＭＰａから１５
ＭＰａの範囲の硬度を示すことができる。硬度は、０．１ｍｍ／ｓの測定速度で変位し、
０．３ｍｍの浸透深度でワックス内に浸透する２ｍｍの直径を有するステンレススチール
シリンダーを備えた、Rheo社によりTA-TX2iの名称で市販されている粘度分析器を使用し
て２０℃で測定される、圧縮力の測定によって測定される。
【０１０７】
　ワックスは、炭化水素、フッ素化、及び／またはシリコーンのワックスであることがで
き、植物、鉱物、動物、および／又は合成起源を有することができる。特に前記ワックス
は、２５℃より高い、好適には４５℃より高い融点を示す。本発明の組成物で使用できる
ワックスとして、ビーズワックス、カルナウバワックス、カンデリラワックス、パラフィ
ンワックス、マイクロクリスタリンワックス、セレシン、またはオゾケライト；合成ワッ
クス、例えばポリエチレンワックス、またはフィッシャートロプシュワックス、シリコー
ンワックス、例えば１６から４５の炭素原子を有するアルキル若しくはアルコキシジメチ
コーンが挙げられる。
【０１０８】
　ゴムは一般的に、高分子量のポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、またはセルロース
ゴム、またはポリサッカリドであり、ペースト状物質は一般的に、炭化水素化合物、例え
ばラノリン及びそれらの誘導体、またはＰＤＭＳである。
【０１０９】
　固体物質の性質及び量は、所望される機械的特性及びきめに依存する。指標として前記
組成物は、組成物の全重量に対して０から５０重量％、好適には１から３０重量％のワッ
クスを含むことができる。
【０１１０】
　ポリマーは、皮膜を形成できる一つ以上の更なる試薬と組み合わせて使用できる。皮膜
を形成できるそのような試薬は、所望の機能を実現できることが当業者に既知であるいず
れかの化合物から選択でき、特に可塑剤および合着剤から選択できる。
【０１１１】
　本発明に係る組成物は更に、当業者に周知である水溶性染料及び粉体着色材料、例えば
顔料、真珠光沢剤、及び反射剤から選択される一つ以上の着色物質を含むことができる。
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着色物質は、組成物の全重量に対して０．０１から５０重量％、好ましくは０．０１から
３０重量％の範囲の含量で、組成物中に存在できる。
【０１１２】
　用語「顔料」は、生理学的な媒体中で不溶性であり、組成物を着色することを企図した
いずれかの形状の白色または着色された無機または有機粒子を意味するように解される。
【０１１３】
　用語「真珠光沢剤」は、特に特定の軟体動物によってその殻中で生産される、または合
成されるいずれかの形状の虹色粒子を意味するように解される。
【０１１４】
　顔料は白色または着色された無機または有機であることができる。無機顔料として、任
意に表面処理された二酸化チタン、酸化ジルコニウム、または酸化セリウム、及び酸化亜
鉛、酸化鉄（黒色、黄色、または赤色）、または酸化クロム、マンガンバイオレット、ウ
ルトラマリンブルー、水和クロム、及びフェリックブルー、または金属パウダー、例えば
アルミニウムパウダー、または銅パウダーが挙げられる。
【０１１５】
　有機顔料として、カーボンブラック、Ｄ＆Ｃタイプの顔料、及びコチニールカルミンに
基づくレーキ、バリウム、ストロンチウム、カルシウム、またはアルミニウムの顔料が挙
げられる。
【０１１６】
　効果を有する顔料、例えば有機または無機の天然または合成の基体を含む粒子、例えば
ガラス、アクリル樹脂、ポリエステル、ポリウレタン、ポリ（エチレンテレフタレート）
、セラミックス、またはアルミナもまた挙げられ、前記基体は金属物質、例えばアルミニ
ウム、金、銀、白金、銅、または青銅で、あるいは金属酸化物、例えば二酸化チタン、酸
化鉄、または酸化クロムで、並びにそれらの混合物で被覆されてもされなくても良い。
【０１１７】
　真珠光沢顔料は、白色真珠光沢顔料、例えば酸化チタン若しくはオキシ塩化ビスマスで
被覆されたマイカ、着色真珠光沢顔料、例えば酸化チタンで被覆された酸化鉄被覆マイカ
、酸化チタンで被覆された特にフェリックブルーまたは酸化クロム被覆マイカ、酸化チタ
ンで被覆された上述の有機顔料被覆マイカ、及びオキシ塩化ビスマスに基づく真珠光沢顔
料から選択できる。界面顔料、特に液晶または多層顔料の使用も挙げられる。
【０１１８】
　水溶性染料は、例えばビートルートジュース、またはメチレンブルーである。
【０１１９】
　本発明に係る組成物は、一つ以上のフィラーを、特に組成物の全重量に対して０．０１
から５０重量％の範囲、好ましくは０．０１から３０重量％の範囲の含量で更に含むこと
ができる。用語「フィラー」は、組成物の製造温度が何であれ、組成物の媒体中に不溶性
であるいずれかの形状の無色または白色の無機または合成粒子を意味するように解される
。これらのフィラーは、特に組成物の流動性またはきめを変更するように使用される。
【０１２０】
　フィラーは、いずれかの形状、小板状、球状、または楕円状、いずれかの結晶形態（例
えばラメラ状、立方晶、六方晶、斜方晶等）の無機または有機フィラーであることができ
る。タルク、マイカ、シリカ、カオリン、ポリアミド（ナイロン(登録商標)）パウダー、
(Atochem社製のOrgasol(登録商標))、ポリ-β-アラニンパウダー、ポリエチレンパウダー
、テトラフルオロエチレンポリマー（テフロン(登録商標)）から形成されるパウダー、ラ
ウロイルリシン、デンプン、窒化ホウ素、ポリマー状中空ミクロスフェア、例えばポリビ
ニリデンクロリド／アクリロニトリルのもの、例えばExpancel(登録商標)(Nobel Industr
y)、またはアクリル酸コポリマーのもの(Dow Corning社製のPolytrap(登録商標))、シリ
コーン樹脂マイクロビーズ(例えばToshiba社製のTospearl(登録商標))、ポリオルガノシ
ロキサンエラストマー粒子、沈降炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、塩基性炭酸マグネ
シウム、ヒドロキシアパタイト、中空シリカミクロスフェア(Maprecos社製のSilica Bead
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s(登録商標))、ガラスまたはセラミックマイクロカプセル、または８から２２の炭素原子
、好ましくは１２から１８の炭素原子を有する有機カルボン酸から由来する金属石鹸、例
えばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸リチウム、ラウリン酸
亜鉛、またはミリスチン酸マグネシウムが挙げられる。
【０１２１】
　本発明に係る組成物は、化粧品で一般的に使用される成分、例えばビタミン、増粘剤、
微量元素、軟化剤、金属イオン封鎖剤、香料、塩基性化剤または酸性化剤、防腐剤、サン
スクリーン剤、界面活性剤、抗酸化剤、毛髪の損失を打ち消す剤、抗フケ剤、噴射剤、ま
たはそれらの混合物を含むことができる。
【０１２２】
　もちろん当業者は、このまたはこれらの任意の更なる化合物及び／またはその量を選択
するのに有意を払い、本発明に係る対応する組成物の有利な特性が、考慮される添加によ
って負に影響されない、または実質的に負に影響されないようにするであろう。
【０１２３】
　本発明に係る組成物は、特に懸濁物、分散物、溶液、ゲル、エマルション、特に水中油
型（Ｏ／Ｗ）または油中水型（Ｗ／Ｏ）または多相（Ｗ／Ｏ／Ｗまたはポリオール／Ｏ／
ＷまたはＯ／Ｗ／Ｏ）エマルション、クリーム、フォーム、ベシクルの分散物、特にイオ
ン性または非イオン性脂質の分散物、二相または多相ローション、パウダーまたはペース
ト、特にソフトペースト（特にコーン／プレート形状で１０分間測定した後、２００ｓ－

１の剪断速度で０．１から４０Ｐａ．ｓのオーダーの２５℃での動的粘度を有するペース
ト）の形態で提供できる。前記組成物は無水であることができる；例えばそれは無水ペー
ストであることができる。
【０１２４】
　当業者は、一方で使用される成分の性質、特に支持体中でのその溶解度を、他方で組成
物の考慮される応用を考慮して、その一般的知見に基づいて適当な投与形態及び調製方法
を選択できる。
【０１２５】
　本発明に係る組成物は、メイクアップ組成物、例えば顔色用製品（ファンデーション）
、フェイスパウダー、アイシャドウ、唇用製品、コンシーラー、ブラッシャー、マスカラ
、アイライナー、眉毛のメイクアップ用製品、リップまたはアイペンシル、爪用製品、例
えばネイルワニス、身体のメイクアップ用製品、または毛髪のメイクアップ用製品（ヘア
マスカラ）であることができる。
【０１２６】
　本発明に係る組成物はまた、身体及び顔の皮膚のケア用製品、特に抗日光製品、または
皮膚の着色用製品（例えば自己日焼け製品）であることができる。
【０１２７】
　本発明に係る組成物は、毛髪製品、特にヘアスタイルの形状維持または毛髪の成型用製
品であることができる。ヘア組成物は好ましくは、シャンプー、ゲル、ヘアセットローシ
ョン、ブローローション、または固定組成物及びスタイリング組成物である。
【０１２８】
　以下の実施例は、制限的なことを企図せず、本発明に係るポリマーを含む組成物を説明
する。
【実施例】
【０１２９】
実施例１：ポリ（イソボルニルアクリレート／イソボルニルメタクリレート／イソブチル
アクリレート／アクリル酸）ポリマーの調製
　３００ｇのイソドデカンを１リットルの反応器に導入し、次いで温度を上昇させて、１
時間で環境温度（２５℃）から９０℃とする。１０５ｇのイソボルニルメタクリレート(A
rkema社により製造)、１０５ｇのイソボルニルアクリレート(Arkema社により製造)、及び
１．８ｇの2,5-ビス(2-エチルヘキサノイルペルオキシ)-2,5-ジメチルへキサン(Akzo Nob
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el社製のTrigonox(登録商標)141)を１時間掛けて９０℃で添加する。
【０１３０】
　混合物を９０℃で１時間３０分維持する。７５ｇのイソブチルアクリレート(Fluka社に
より製造)、１５ｇのアクリル酸、及び１．２ｇの2,5-ビス(2-エチルヘキサノイルペルオ
キシ)-2,5-ジメチルへキサンを、３０分掛けてまだ９０℃で前記混合物に導入する。
【０１３１】
　混合物を３時間９０℃で維持し、次いで合わせた生成物を冷却する。イソドデカン中で
５０％のポリマー活性材料を含む溶液を得る。
【０１３２】
　１１０℃のＴｇを有する第一の剛性ポリ(イソボルニルアクリレート／イソボルニルメ
タクリレート)ブロックと、－９℃のＴｇを有する第二の可撓性ポリ(イソブチルアクリレ
ート／アクリル酸)ブロックと、ランダムなイソボルニルアクリレート／イソボルニルメ
タクリレート／イソブチルアクリレート／アクリル酸ポリマーである中間ブロックとを含
むポリマーを得る。
【０１３３】
　比較ポリマーの実施例、ポリマー２及び３の実施例：
　比較例：ポリ(イソボルニルアクリレート／イソボルニルメタクリレート／イソブチル
アクリレート)を、特許出願EP 1 411 069の実施例９の教示に従って調製する。この方法
は以下に再言される：
【０１３４】
　１００ｇのイソドデカンを１リットルの反応器に導入し、次いで温度を上昇させて、１
時間で環境温度（２５℃）から９０℃とする。１０５ｇのイソボルニルアクリレート、１
０５ｇのイソボルニルメタクリレート、１１０ｇのイソドデカン、及び１．８ｇの2,5-ビ
ス(2-エチルヘキサノイルペルオキシ)-2,5-ジメチルへキサン(Akzo Nobel社製のTrigonox
(登録商標)141)を１時間掛けて９０℃で添加する。
【０１３５】
　混合物を９０℃で１時間３０分維持する。
【０１３６】
　９０ｇのイソブチルアクリレート、９０ｇのイソドデカン、及び１．２ｇの2,5-ビス(2
-エチルヘキサノイルペルオキシ)-2,5-ジメチルへキサンを、３０分掛けてまだ９０℃で
前記混合物に導入する。
【０１３７】
　混合物を３時間９０℃で維持し、次いで合わせた生成物を冷却する。イソドデカン中で
５０％のポリマー活性材料を含む溶液を得る。
【０１３８】
　１２８℃のＴｇを有する第一のポリ(イソボルニルアクリレート／イソボルニルメタク
リレート)ブロックと、－２０℃のＴｇを有する第二のポリ(イソブチルアクリレート)ブ
ロックと、ランダムなイソボルニルアクリレート／イソボルニルメタクリレート／イソブ
チルアクリレートポリマーである中間ブロックとを含むポリマーを得る。
【０１３９】
　本発明の実施例２及び３は、実施例１に記載された方法によって調製する。
【０１４０】
　それらの組成は以下の表に要約されている。
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【表１】

【０１４１】
実施例のポリマーのオイルに対する保持
　乾燥ポリマー皮膜に配置した油滴で測定する。
【０１４２】
　ポリマー皮膜をイソドデカン中の２０％溶液から生産し、０．５ｍｌを２．５×７．５
ｃｍのガラスプレートに広げ、環境温度で２４時間乾かす。その後、１ｍｌのオリーブオ
イルをポリマー皮膜の上に広げる。所望の時間（１時間から２４時間）の後、過剰なオイ
ルを皮膜から拭き取り、後者を計量して重量の増大を測定する。
【０１４３】
　比較例では１時間後べとつき、５．５％の重量の増大が２４時間後に観察される一方、
実施例３では１時間後べとつかず、重量の増大は２４時間後わずか１％である。
【０１４４】
　重量の増大とべとつきは、オリーブオイルに対するポリマーの感度を反映する。感度が
大きければ大きいほど、沈着層は食事の間でより容易に有害に影響され、保持は微弱とな
ろう。実施例１のポリマーの保持は、比較例のものより優れている。
【０１４５】
ポリマーの乾燥沈着層での光沢計で測定された光沢
　光沢計を使用する以下の方法によって、光沢を従来通り測定できる。合成溶媒（イソド
デカン）中で５０％のポリマー溶液の５０μｍの厚みを有する層を、Form 1A Penopacの
名称を有するLeneta(登録商標)コントラストチャートに自動スプレッダーを使用して広げ
る。層はチャートの少なくとも黒色背景を被覆する。沈着層を２５℃の温度で２４時間乾
燥させ、次いでDr Lange(登録商標)Ref 03光沢計を使用して黒色背景で２０°の光沢を測
定する。
【０１４６】
　実施例１、２、及び３のポリマーの２０°の光沢は、それぞれ８０、７４、及び７５に
等しい一方、比較例の光沢は７１である。
【０１４７】
　６０°の光沢を上述のように測定する。
　実施例１、２、及び３のポリマーの６０°の光沢は、それぞれ９０、８７、及び８７に
等しい一方、比較例の光沢は８６である。
【０１４８】
実施例１のポリマーを含む液体グロスの実施例
　２００ｇの以下の製剤の調製方法は以下の通りである：
・事前に６０℃にもたらされたオクチルドデカノール中で、三重ロールミルで３回顔料を
粉砕する。覆いをつけた加熱鍋またはビーカー中で、粉砕した材料を環境温度（２５℃）
で冷却させる。
・コポリマー、スクアラン、ポリブチレン、真珠光沢剤、及び香料を粉砕材料に添加する
。合わせた混合物をタービンミキサー（タイプ：Rayneri）を使用して攪拌し均一化する
。
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・混合物が均一化したら、約３０分Rayneriで８００回転／分で攪拌しながら、ポリフェ
ニルトリメチルシロキシジメチルシロキサンを添加する。
・最後に発熱性シリカを徐々に添加し、タービンミキサーでの攪拌を２０分間１０００回
転／分で維持する。
【０１４９】
名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 濃度（重量％）
精製植物性パーヒドロスクアレン（ＩＮＣＩ名：スクアラン）　　　１０．８６
２－オクチルドデカノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．３９
アルミナ／シリカ／トリメチロールプロパンで処理された　　　　　　２．７４
ルチル酸化チタン
赤色７号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５４
レーキ青色１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１６
レーキ黄色６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５８
黒色酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２５
マイカ／二酸化チタン／褐色酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　２
ポリフェニルトリメチルシロキシジメチルシロキサン１　　　　　　 ２０．０３
ジメチルシランで表面処理された疎水性発熱性シリカ３　　　　　　　 ４．５
実施例１のイソドデカン中に５０％の含量の活性材料の　　　　　　３０
ポリ（イソボルニルメタクリレート－コ－イソボルニルアク
リレート－コ－イソブチルアクリレート－コ－アクリル酸）
ポリブチレン２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０．６５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
１：Wacker社製のBelsil PDM 1000（粘度1000cPs；ＭＷ：9000）
２：Indopol H 100（ＭＷ：920）
３：Degussa社製のAerosil R 972
【０１５０】
 一回の動作で唇に適用されたこのグロス組成物は、満足な快適性と光沢の特性を示す。
前記組成物の保持も改良される；前記組成物は、唇の輪郭のシワや小ジワに移動しない。
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